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   Statistical observations made on the  1,102 inpatients and  1,127 operations at our clinic 
between April 1979 and March 1983 were reviewed. 

   The patients were most frequently in their sixties, and lately patients under 10 are in-
creasing. The most frequent diseases of the inpatients were benign prostatic hypertrophies, 
ureteral calculi, undescended testicles and bladder tumors. The frequently performed 
operations were those for bladder tumors, phimosis and benign prostatic hypertrophies in 
order of frequency. 
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緒 言

和歌山赤十字病院においては,泌 尿器科は1947年 に

皮膚泌尿器科として開設されて以来,36年 余 の伝統を

有している.1973年 皮膚科,泌 尿器科が分離し,1979

年以後,医 師の増員とともに,そ の診療内容も増大し

現在に至 っている.今 回,1979年4月 ～1983年3月 ま

での最近4年 間の入院および手術統計をおこなったの

で報告する.各 年度の統計期間は4月1日 より,翌 年

3月31日 までとした.

なお,外 来患者総数(Table1)は,再 来患者を含

む,延 ぺ患者数を示し,各 年1月 より12月 までのもの

*前 和歌山赤十字病院泌尿器科部長

     Table 1. Number of outpatients 

        1979 2032 
        1980 2174 
        1981 2358 
         1982 2571  

Table 2. Age and sex distribution  of  inpa'  lents 

           1979 1980 1981 1982 

 Age  M  F  M  F  M  F M F 

 0 10 19 6 38 5 39 4 46 9 
 11  -  20 6 3 9 2 8 4 6 3 

21 30 7 3 4 5 10 5 8 4 
31 40 14 6 13 10 17 11 11 7 
41 50 15 19 14 16 24 15 28 8 
51 60 16 18 21 14 29 20 30 15 
61 70 31 18 35 14 48 15 48 14 
71 80 29 6 47 2 44 7 46 12 

 81  -  6  0  4  3  8  2  16  3 

 Total 143 79 185 71 227 83 239 75
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Table3.Maindiseasesofinpatients

Tu皿or

(BPH)

Urolithiasis

Ano皿alies

Tubercuユosis

工njuries

Others

1979

MF

2717

30

24

22

2

ユ

27

16

11

0

0

31

M

32

40

23

45

0

2

25

1980

F

8

18

6

1

0

26

M

42

55

25

52

1

1

29

1981

F

6

17

10

0

0

38

41

43

25

50

0

2

41

1982

F

7

10

11

0

40

Total(

180

168

158

207

4

7

257

z)

の

(18.3)

(17.1)

(16.1)

(21.1)

(0.4)

(0.7)

(26.2)

Total 13375167592057120269 981(100・0)

Table4.Tumorsofinpatients

1979198019811982

Kidney;renalcellcarcinoma

adeno孤a

Renalpelvis

Ureter

Bladder;carcinoma

papilloτ 凪a

Uret=hra;'ca=cinoma

papilloma

Prostate;carcinoma

BPH

Penis

Testis

Parathyroidadenorロa

Pheochro皿ocyt=oma

Neuroblastorna(adult)

MesentericしU皿or

4

0

1

0

13

12

ユ

0

10

30

0

2

1

0

0

0

2

0

2

0

18

1

1

2

9

40

0

1

3

0

0

1

3

0

0

7

13

4

0

1

12

55

2

6

0

0

0

0

3

1

2

2

17

2

2

1

13

43

2

1

0

1

1

0

Tot=al 74 80103 91

★1case;Tes仁icularinvolvernentofleuke皿ia

で,年 々増加 して い る.

入院患者統計

最 近4年 間 の入 院 患 者総 数(Table2)は,再 入 院

を 含む,延 べ 入 院患 者 総数 で,1,102名 で あ る.外 来

患 者 数 に 対 す る入院 比 率は 約12%で あ った.性 別 で は,

男 子794名,女 子308名(男 女 比2.6=1)で,男 子 例

が 多 か った.

年 齢別 分布 をみ る と,男 子 で は71～80歳 を ピー クに,

61～70歳0～10歳 が 多 か った の に対 し,女 子 では,51

～60歳 を ピー クに61～70歳 お よび41～50歳 が 多 か った .

男 女 計 では,60～70歳 を ピー クに,51～80歳 で全 体 の

52.5%を 占め て いた.年 々増 加 の い ち じ る しか った の

は,0～14歳 で あ った.ま た,15歳 以 下 の 小 児 例 は185

例(男 子156例,女 子29例)で,全 体 の16.8%で あ った .

疾 患別 分類(Table3)

痴 患を大別 して分類してみると,前 立腺肥大症を含

む腫瘍痴患が,35・4%と もっとも多く,つ いで,奇 形
幽(21
.1%)お よび結石(16.1%)と 続 いてお り

,こ れ

らの疾息で全体の70%以 上を占めている.

1)腫 瘍疾患(Table4)

尿路性器腫瘍を中心とす る腫瘍疾患は総数348例 で

1981年 までは増加傾向を認め,男 子310例 ,女 子38例
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(男女比8.2:1)と 圧倒的に男子症例が多かったが,

これは,前 立腺肥大症の多数例によるものと思われる.

臓器別では,前 立腺が212例(60.9%)と もっとも多

数を占めてお り,そ のうち前立腺肥大症が168例,前

立腺癌が44例 であった.

悪性腫瘍においては,膀 胱腫瘍が もっとも多 く,つ

いで,前 立腺癌および腎癌の順であったが,膀 胱癌の

占める比率は,諸 家の報告に比して低いようである.

神経芽細胞腫の1例 は成人例であった.

2)尿 路結石症(Table5)

尿路結石症は158例 で,年 度別の変動はさほどみら

れず,男 子99例,女 子61例(男 女比1.6=1)と 男子

に多く,上 部尿路結石の占める比率は94.9%で あ った.

3)尿 路性器奇形(Table6)

尿路性器奇形は総数207例 で,男 子169例,女 子38

313

例(男 女比4.4=1)と 男子が多かったが,そ の原因

として,男 子性器奇形の頻度の高いことが考えられる.

女子においてはVUR症 例が多かった.比 較的まれ

な疾患 として,腎 の動静脈痩,下 大静脈後尿管,男 子

完全型膀胱外反症,尿 膜管嚢腫,お よび男子前部尿道

弁の各1例 を経験した.尿 道下裂の症例はあま り来院

をみなかった.

Table5。Urolithiasisofinpatients

1979198019811982

Kidney

Ureter

Bladder

13

23

4

24

17

0

17

24

1

9

23

3

Tota1 40 41 42 35

Table6.Anomaliesofinpatients

1979 1980 19811982

Kidロey

Hydronephrosis

Polycystickidney

Si皿plerenalcyst

Reロalagenesis

Pelvickidney

A-Vmalfor皿atien

Spongekidney

Calycealdiverticuluロ

Ureter

VUR

Ureterocele

Retrocavalureter

Megalouret二er

Bladder

Extrophy

Urachalcysヒ

Urethra

Hypospadia

Anteriorurethralvaユve

Ureしhra=Ldiverticulu皿

Penis

Phi皿osis

Scroしalcontents

Retentioしestis

Hydroceletesしis

Hydrocelefunieulisperma仁ici

Varicoce工e

1

0

1

1

0

0

1

1

6

1

0

0

0

0

工

0

0

7

11

2

0

0

3

1

0

0

1

0

0

0

6

0

0

0

0

0

0

0

0

15

19

6

0

0

5

0

1

1

0

1

0

0

7

1

0

1

1

1

0

0

1

20

14

7

0

1

3

0

7

0

0

0

0

0

5

0

1

0

0

0

二L

1

1

1O

24

2

2

4

To仁a1 33 51 62 61
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4)尿 路性器結核(Table7)

尿路性器結核は4例 のみであった.腎 結核の2例 は,

いずれも診断に苦慮した例で,1例 は尿管腫瘍,も う

1例 は黄色肉芽腫性腎孟腎炎 と診断 したが,術 後の組

織学的検査により,腎 結核 と判明したものである.

5)尿 路性器外傷(Table8)

尿路性器外傷は7例 と少ないが,こ れは本院が救急

医療体制をとっていないことに起因するものと考えて

いる.腎 外傷の うち,2例 は成人例で,そ の内の1例

は病的腎破裂症例であった.残 る2例 は小児例であっ

た.陰 茎外傷の1例 は陰茎折症であり,ま た睾丸外傷

の1例 は,仕 事中に鉄片が睾丸に貫入したものである.

Table7,Urogen量taltuberculosisofinpatients

1979198019811982

6)そ の他の上部尿路疾患(Table9)

腎に おいては,特 発生腎出血および腎孟腎炎が多か

った.ま た,黄 色肉芽腫性腎孟腎炎の男子例を1例 経

験している.

尿管においては,婦 人科における,子 宮癌手術およ

び放射線療法による合併症が16例 と多か った.つ いで,

隣接臓器由来の悪性腫瘍の尿管浸潤が10例 と多 く,続

発生後腹膜線維症も7例 経験 している.こ のうち,1

例は両側尿管狭窄にて開腹 したところ,進 行胃癌がみ

Table8.Urogenitalinjuriesofinpatients

Kidney

Ureter

Bladder

Epididy皿is

0

0

0

2

1

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1979198019811982

Kidney

Ureter

Bladder

Urethra

Penis

Testis

Tota1 2 1 1

0

0

0

0

1

0

2

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

2

0 Toしa1 1 2 1 3

Table9. . OtherdiseasesofupPerurinarytract
〕

1979 1980 19811982

Kidney

Pyeユonephritis

Xanthρgranulomatouspyelonephritis

Nephritis

Pyoneph=osis

Chro口icrenalfailure

GOutykidney

Nephrop.しosis

Renalbleeding

Renaltubロ1aracidosis

Spontaneousrenalpelvicrupture

Ureter

CompZieationofgynecologica工operation

Ureteralsしenosis

Uret=ero▽aginalfistula

Tu皿orinvasion

Cancerofuter■ne

Cancerofsigmoidocolon

Cancerofcoecum

Schnitzler's皿etastasis

Ma].ignantret=roperitonealfibrosis

Others

4

1

4

1

0

0

1

7

0

0

3

3

1

0

0

1

1

1

1

0

3

0

0

1

0

6

0

0

0

2

1

0

0

ユ

1

0

4

0

1

0

0

1

0

11

1

1

1

2

0

ユ

0

0

3

0

2

0

0

0

3

i

1

8

0

0

3

2

工

1

ユ

2

2

0

Tota1 29 16 26 27
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Table10.Otherdiseasesoflowerurinarytract

1979198019811982

Bladder

Neurogeniebladder

Radiationcystitis

Vesicovaginalfistula

Cystocelevaginalis

Tu皿orinvasion;uterine

4

0

1

0

caneerO

reetaZcancerO

Bladderneckcontracture4

PathologicbladderruptureO

BladderbleedingO

Urethra

Caruncle2

Prolapse3

Stricturel

Tu皿orinvasion;uterinecancerZ

7

2

1

0

0

0

4

0

0

2

5

1

0

4

3

6

1

2

1

6

1

0

1

4

0

0

6

2

0

1

0

0

12

0

1

0

10

2

1

Total 16 22 29 35

TableILOtherdiseasesofmalegenitalorgans Table12.Otherdiseases

1979198019811982 1979198019811982

Penis

Peyr。nie'SdiSeaSe

Fereignbody

Prostate

Cと1culus

Prostatitis

Scroヒalcontents

Testieulartorsion

Epididy皿itis

Sper皿a仁ocele

Spe口na■nvas■on

Scrotalhe皿ato田a

0

0

0

3

0

3

0

1

1

0

0

工

0

1

2

2

1

0

1

0

0

1

0

1

1

0

Adrenogenitalsyrndro皿eO

St=essincontiロeロceO

Cys!=」LnurtaO

ChyluriaO

He皿aturiaO

Gynecologicaldiseasesl

Others4

0

0

0

0

3

0

3

0

0

2

0

1

0

3

1

1

0

1

2

1

8

0

1

3

1

0

0

3

0

0

0

Tota1

Tota1 8

5 6 6工4

7 7 5

つか り,も う1例 は,仮 性無尿にて手術療法をおこな

い,子 宮体癌がみつかった例であ り,尿 管通過障害を

初発症状として,進 行悪性腫瘍の発見されたことが注

目される.

7)そ の他の下部尿路疾患(Table10)

膀胱 においては,膀 胱頸部硬化症および神経因性膀

胱が多かった.神 経因性膀胱の内,4例 は脊髄髄膜瘤

によるもので,も う1例 は髄膜炎に起因したものであ

った.放 射線性膀胱炎の7例 および膀胱膣痩の8例 は,

いずれも,子 宮癌治療の後に発生したものである.病

的膀胱破裂の1例 も,子 宮広汎全摘術および放射線療

ぜ法を受けていた例である.膀 胱出血の1例 は,胃 癌に

対する化学療法に起因するものであった,

尿道では,尿 道脱 と尿道小阜が多かった.

8)そ の他の男子性器疾患(Tablell)

陰茎異物の1例 は,ゲ ル状 シリコン製剤を注入して

いたものである.Peyronie'sdiseaseの1例 は生検

のみおこなった.ま た,前 立腺炎のうちの1例 は,好

酸球性前立腺炎に尿崩症を合併 していた症例であった.

9)そ の他の疾患(Table12)

副腎性器症候群の1例 は,女 児例で,陰 核肥大,塩

類喪失に皮膚の色素沈着 を ともなう,21-Hydroxy-

Iase完 全 欠損型であった.

手 術 統 計

手術総数(TableI3)は,1,127件 で,1年 平 均282

件 であった.手 術件数は年々増加しているが,1981年

以後は横ばいである.以 後の手術統計では,尿 管 レベ

ルでの尿路変更術は,尿 管の手術 として集計し,同 時

におこなった手術は別個に集計した.な お,外 来小手
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術 もこの集計に含めている,

1)腎 の手術(Table14)

腎の手術では,腎 孟切石術および腎摘除術が多かっ

た.腎 結石に対する手術としては,可 能な限 り腎孟 よ

りapproachし,コ アグラム腎孟切石術を併用したこ

とが,腎 孟切石術の数を多 くしている.腎 孟形成術は,

す べてAnderson-Hynes法 にておこなった.腎 孟 ・

Table13.Numberofoperations

1979

1980

1981

1982

252

258

315

302

尿管腫瘍に対する腎尿管全摘除術に際しては・全例膀

胱部分切除をあわせておこなっている・

2)尿 管の手術(Table15)

尿管の手術 としては,尿 路変更術が55例 ともっとも

多かった.っ いで,尿 管切石術が53例,お よび尿管膀

胱新吻合術が32例 と多かった.尿 路変更術 としては,

回腸導管法16例,交 叉性尿管尿管吻合兼皮膚痕術8例,

Straffon法4例,お よび尿管皮膚痩術23例 である.

尿管皮膚疲術は,カ テーテルフリーを原則としており,

当初は反転乳頭法を,最 近では豊田法をおこない良好

な成績を得ている.

尿管尿管吻合兼尿管膀胱吻合術の1件 は,完 全重複

尿管および異所性尿管瘤の女児におこなったものであ

る.

Table1生Operation(1)kidney

1979 ユ980 1981 1982

Nephrecしo皿y

Toしalnephroureterecto皿y

He皿inephrectomy

Partialnephreetomy

Nephrolithoto皿y

Pyelolithoto皿y

Pyeloplasty

UncapPingofrenalcyst

Nephrostomy

7

0

0

2

4

2

1

1

0

6

2

0

2

0

15

2

0

2

7

4

1

2

5

13

3

1

2

11

3

0

3

1

6

0

2

2

Tota1 17 29 38 28

TableI5.Operation(2)Ureter

1979 1980 1981 1982

Ureterolithoto皿y

Ureteroneocystosto皿y;VUR

others

UreterOUreterOStO皿yandUreterO-

neocystOS仁omy

Ureterocelectomy

I・igationofureter

Urinarydiversion

Bricker,s皿ethod

Transureteroureしerostomyand

CUしaneOSし010y

S七raffon,s皿ethod

Ureteroeuしaneosしomy

Ureteroto皿iainsitu

Others

17

5

3

1

0

0

5

1

1

8

3

0

7

6

1

0

0

0

3

1

2

3

0

0

16

6

3

0

1

1

5

5

1

5

0

1

13

5

3

0

0

0

3

1

0

7

1

0

Total 44 23 44 33
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Table16.Operation(3)Bladder

1979 1980 1981 1982

Totalcystec七 〇盈y

Partialcystectomy

TUEC

TUR-Bヒ

TIJR-BN

Cystoli仁hotomy

Cysしolithotripsy

CystoPlas仁yforexしrophy

Sigmoidocystoplasty

Resecしionofurachalcysし

Closureofvesicovaginalfistula

Operaしionforcysしocelevaginalis

Cystosしomy

Others

6

0

60

6

5

0

20

0

0

0

0

0

0

1

5

0

53

13

7

0

4

0

0

0

0

0

1

1

6

0

16

15

8

0

7

0

0

1

1

1

1

2

6

1

6

20

工0

1

0

1

1

0

0

⊥

1

2

Tota1 98 84 58 50

TableI7.OperatiQn(4)Urethraandpenis

1979 1980 1981 1982

Ureしhra

TUEC

TUR

Urethroplasty

Operationforstressincont二inence

Urethrot=omiainterna

Resectionofurethraldi▽erticuluIn

Resectionofcaruncle

Liga仁ionofprolapse

Penis

Partialpenecヒo皿y

0

0

0

0

0

0

5

4

O

Partia工penectomy十lymphnodedissectionl

Phimoヒo皿ydorsalslit6

circumcision15

ECofcondylomaO

OthersO

0

1

0

0

0

0

6

4

0

0

19

14

6

1

2

2

0

0

0

0

10

6

0

2

21

30

4

2

0

1

1

1

1

1

1

10

1

0

20

41

3

4

Toヒa1 31 51 79 85

3)膀 胱の手術(TableI6)

1980年 までは,TUECが 圧倒的に多いが,こ れは,

1978年 まで当科の膀胱腫瘍に対す る治療として,も っ

ぱらTUECが お こなわれ,同 一症例に くり返しお

こなわれたことに よる ものである.1981年 以後は,

TURが それに代るようになっている。膀胱形成術は

膀胱外反症に対しておこなったもので,生 後4ヵ 月の

男児に,腸 骨骨切 り術とあわせて施行した.S字 状結

腸膀胱吻合術は,放 射線性膀胱炎による萎縮膀胱に対

する膀胱拡大術としておこなった。膀胱膣脱の1例 は

再発例であ り,膣 部分閉鎖術を,も う1例 は,子 宮摘

除,膣 前壁縫縮および膀胱吊 り上げ術をおこなった.

4)尿 道および陰茎の手術(Table17)

尿道 では,尿 道小阜および尿道脱に対する小手術が
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Table18.Operation(5)Prostateandscrotalcontents

1979 1980 1981 1982

PrOSヒate

Suprapubicprostatecto皿y

TUR-P

Scrotaユconterits

Orchiecto皿y;tumor

prosta亡iccancer

other

Orchidopexy

Testicularbiopsy

工皿Plantationofartificialtestis

Hydrocelecto皿y

Sper皿atocelectomy

Vaseetomy

VasovasostOtuy

Varicocelect㎝y

Others

ユ1

11

ユ

11

3

9

2

0

1

0

3

1

0

0

22

17

1

7

1

20

2

0

7

1

7

0

0

1

15

31

5

8

2

10

4

0

8

3

8

0

1

1

12

34

1

11

4

18

2

2

3

2

3

0

3

3

Total 31 47 50 52

Table19.Operation(6)Others

1979198019811982

Resectionofparathy=oidadeno皿a

Retroperゴtoneallymphnodedissecヒion

Resectionofretroperitonealtu孤or

Resectionofmesenterictu皿or

Probelaparotomy

Resuture

Others

0

0

0

0

0

0

ユ2

2

0

0

1

1

0

7

0

3

0

0

3

0

3

0

1

1

0

0

1

4

Tota1 12 ユ1 9 7

大半を占めている.腹 圧性尿失禁 に対する手術 は,

Marshall-Marchetti-Krantz法 にておこなった.ま

た,TURの 内の1例 は,3歳 男子の前部尿道弁に施

行したものである.

陰茎では,包 茎の手術が大半であった.

5)前 立腺および陰嚢内容の手術(Table18)

前立腺の手術では,最 近の傾向どおり,TUR.が 年

年増加 している,開 腹による前立腺被膜下摘除術とし

ては,も っぱ ら恥骨上式をおこなっている.

陰嚢内容の手術では,睾 丸固定術 と除睾術が多かっ

た.睾 丸固定術は,す べてDeNetto法 に ておこなっ

ている,精 索静脈瘤に対しては,成 人例1例 には,内

精 ・大伏在静脈吻合術をおこない,他 の小児例4例 に

は,精 索静脈瘤切除と高位内精索静脈結紮術をおこな

った.

6)そ の他の手術(Table19)

副甲状腺機能充進症の手術例2例 は腺腫症例であっ

た.睾 丸腫瘍に対する後腹膜 リンパ廓清術は,1981年

以後,原 則的におこなっている.後 腹膜腫瘍摘除術の

1例 は,成 人の神経芽細胞腫であ り,左 腎および下行

結腸とともに摘出した.腸 間膜腫瘍の1例 は,平 滑筋

肉腫にて,計3.4kgの 腫瘍を摘出した.

考 察

和歌山赤十字病院は,和 歌山市にあって,和 歌山県

立医大附属病院につ ぐ大規模病院である.近 年の泌尿

器科外来患者数(Table1)お よび入院患者数(Table

2)の 増加傾向をみる時,第 一線の泌尿器科診療機関
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としての期待の大きいことを痛感している.

泌尿器科入院患者年齢は,他 機関同様,60歳 台をピ

ークに,高 年齢層が圧倒的多数を占めている.ま た,

10歳以下症例の増加のいちじるしいことが特色のひと

つである.男 女比 に関しても,2.6:1と 諸家の報

告同様,男 子例が多数を占めている.主 要疾患別頻度

では,腫 瘍,奇 形および結石の順に高く,こ れらが全

体の70%以 上 を占めている.今 回の集計にて,尿 路性

器外傷がきわめて少かったが,こ れは先述のごとく,

本院が救急医療体制をとっていないことが主因と思わ

れる.こ れに対 して,婦 人科的泌尿器科疾患患者の多

いことが特色のひとつと思われる.

結 語
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和歌山赤十字病院泌尿器科における,1979年4月 ～

1983年3月 までの最近4年 間における入院および手術

統計をおこなった.

1)入 院患者数は4年 間で延べ1,102名 で,年 々増

加 していた.60歳 台がピークで,10歳 以下症例の増加

が目立った.男 女比は2。6:1で あ った,お もな疾患

は,前 立腺肥大症,尿 管結石,停 留睾丸および膀胱腫

瘍であった.

2)手 術 は,外 来および入院患者に対し,1,127件 お

こなった.膀 胱腫瘍,包 茎および前立腺肥大症に対す

る手術が多数を占めていた.

(1984年8月15日 受付)




